
小学生とデザイナーが地域を越えて共創、国産木材と
デジタル工作機器で世界に１つだけの椅子を制作!

新渡戸文化学園は、作品名「VIVISTOP 
NITOBE FURNITURE DESIGN PROJECT」
にて第 15 回キッズデザイン賞（主催 : キッズ
デザイン協議会）＜子ども達の創造性と未来を
拓くデザイン部門＞を受賞しました。
※ キッズデザイン賞は、初めての応募でありながら、見事、
初の受賞となります。



東京の小学5年生（当時）が、デザイナーや高知県の林業関係者と一緒にアイデ
ア発想、図面制作、模型制作、発注書づくりなどを試行錯誤しながら、木材を知
る取り組みや、木の加工までを共創。デジタル工作機械を活用し、最後は自分た
ちの手で世界に一つだけの椅子を4カ月かけて完成させました。

一般的には購入することが多い家具を自分たちの手で制作することで、身の回り
のものは自分たちでつくることができるという実感を通じて、現在の教育課題で
ある創造性を高める新しい視座の獲得を目指しました。

その結果、このプロジェクトを通して、林業に対する興味関心の高まりや、林業
を取り巻く国内外の環境の課題発見にも繋がりました。

今後も椅子に限らず、子ども達の創造性を起点に、色々な知的コミュニケーショ
ンの醸成に取り組んで まいります。

クリエイティブ空間「ＶＩＶＩＳＴＯＰ ＮＩＴＯＢＥ」には、小学生とデザイ
ナーが共創した個性あふれる１２脚の木製イスが並んでいます。

みんなに愛されながら、実際に活用されるとこで、イスたちは本来の輝きを放ち
ます。

是非、作品のクオリティの高さを実際に触って、座って、感じてみてください!

作品名 : VIVISTOP NITOBE FURNITURE DESIGN PROJECT
団体名 : 学校法人新渡戸文化学園 ／ VIVITA JAPAN株式会社 ／
tokotodesign
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